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Tamaki Town Report

村
山
龍
平
翁
生
誕
１
５
０
年
を
記

念
し
て
８
月
19
日
、
町
営
プ
ー
ル
で

水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
４
月
に
行
わ
れ
た

香
雪
美
術
展
に
つ
い
で
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
町
体
育
指
導
員
協
議
会
の
協

力
を
得
て
翁
生
誕
地
の
香
雪
園
内

に
あ
る
当
プ
ー
ル
に
町
内
小
中
学
生

37
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
自
由

形
と
平
泳
ぎ
の
２
種
目
９
レ
ー
ス
で

タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
村
山
龍
平
翁
も
習
得
さ
れ

た
小
池
流
古
泳
法
が
披
露
さ
れ
、
応

援
の
保
護
者
や
大
会
関
係
者
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
10
回
Ｊ
Ｒ
西
日
本
少
年
軟
式

野
球
大
会
が
８
月
21
日
か
ら
24
日
に

か
け
て
、
大
阪
市
舞
洲
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
ス
タ
ジ
ア
ム
・
運
動
広
場
お
よ
び

万
博
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ
、
玉
城

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
三
重
県
代
表
と

し
て
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

本
大
会
で
は
、
第
１
回
戦
を
シ
ー

ド
で
第
２
回
戦
か
ら
の
登
場
と

な
り
ま
し
た
が
、
岩
戸
北
ジ
ュ

ニ
ア
ー
ズ
（
福
岡
）
に
19
対
０

で
圧
勝
。
３
・
４
回
戦
は
そ

れ
ぞ
れ
浜
手
ロ
イ
ヤ
ル
ズ
（
兵

庫
）
に
１
対
０
、
西
成
ス
ラ

ッ
カ
ー
ズ
（
大
阪
）
に
４
対
１

で
勝
利
。
８
月
23
日
の
５
回

戦
で
は
、
準
決
勝
進
出
を
か

け
、
高
浜
ク
ラ
ブ
（
石
川
）
と

対
戦
。
惜
し
く
も
敗
れ
は
し
ま

し
た
が
、
初
出
場
の
大
会
で
参

加
80
チ
ー
ム
中
、
見
事
ベ
ス
ト

８
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。

高
口
監
督
は
「
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
優
勝
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
こ
ま
で
は
到

達
す
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

猛
暑
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
本
当
に

よ
く
や
っ
て
く
れ
た
し
、
応
援
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
も
お
礼
を
言

い
た
い
。」
と
話
し
て
み
え
ま
し
た
。

タウンレポート

●
郷
土
田
丸
に
寄
せ
る
愛
着
・
・
・

朝
日
新
聞
を
創
設
し
た
翁
は
、
昭

和
８
年
（
１
９
３
３
）
84
歳
の
生
涯

を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

翁
の
逝
去
を
悼
む
田
丸
町
民
は
生

誕
の
地
に
記
念
碑
を
建
て
、
雅
号

（
が
ご
う
）
に
ち
な
み
香
雪
園
（
こ

う
せ
つ
え
ん
）
と
名
づ
け
小
公
園
と

し
ま
し
た
。
記
念
碑
は
昭
和
９
年
４

月
３
日
翁
の
誕
生
日
に
除
幕
式
を
行

い
、
以
来
こ
の
日
に
は
翁
の
遺
徳
を

顕
彰
し
生
誕
記
念
祭
が
毎
年
こ
の
地

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

翁
は
ま
た
、
昭
和
12
年
に
そ
の
隣

に
県
下
初
の
50
㍍
プ
ー
ル
を
寄
贈

し
、
小
池
流
水
練
の
練
習
場
と
し

て
、
青
少
年
の
体
育
向
上
に
力
を
注

が
れ
ま
し
た
。
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そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
玉
城
町
消

防
団
（
定
員
65
人
）
で
は
女
性
消

防
団
員
を
住
民
か
ら
公
募
。
９
月

１
日
、
採
用
さ
れ
た
４
人
に
西
岡

武
生
町
消
防
団
長
か
ら
辞
令
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
団
員
は
ホ
ー
ス
を
持
ち
直
接

の
消
火
活
動
に
は
当
た
ら
な
い
も
の

の
、
防
災
活
動
や
、
火
災
予
防
の
啓

発
消
防
行
事
の
支
援
、
高
齢
者
や
災

害
弱
者
へ
の
災
害
時
避
難
の
指
導
な

ど
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

敬
老
の
日
を
前
に
、
中
瀬
町
長
が

９
月
13
日
、
町
内
最
高
齢
者
の
小
林

や
す
ゑ
（
岡
村
）
さ
ん
を
訪
問
し
、

祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
、
長
寿
を

祝
い
ま
し
た
。

小
林
や
す
ゑ
さ
ん
は
明
治
33
年

（
１
９
０
０
）
２
月
10
日
生
ま
れ
で
、

町
内
で
は
唯
一
の
１
０
０
歳
。

そ
の
他
、
東
山
ふ
さ
さ
ん
（
萱

町
）
さ
ん
、
山
口
さ
と
（
勝
田
）
さ

ん
、
西
村
嘉
平
蔵
（
板
屋
町
）
さ

ん
、
中
川
や
す
ゑ
（
小
社
）
さ
ん
、

山
口
つ
な
（
朝
久
田
）
さ
ん
、
上
村

あ
さ
ゑ
（
岡
村
）
さ
ん
を
訪
問
し
、

記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
山
ふ
さ
さ
ん
に
は
、
内

閣
総
理
大
臣
か
ら
、
上
村
あ
さ
ゑ

さ
ん
に

は
、
郵
政

大
臣
か
ら

そ
れ
ぞ
れ

祝
い
状
と

記
念
品
が

贈
ら
れ
ま

し
た
。

タウンレポート

全
国
的
に
女
性
消
防
団
員
の
活
動

の
輪
が
広
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
新
鮮
な
活
力
を
与
え
て
い
ま
す
。

秋の収穫も終わり大きな災害もなく秋分の日を迎
えることができました。先ずは自然の恵みに感謝は
いたしたいと存じます。しかし名古屋での集中豪雨
を想うとき防災の大切さを痛感いたしました。備え
あって憂いなしと申しますが、日常の心構えが大切
であります。

歴史ある町の伝承
さて、９月11日放映の三重テレビ「まるみえテレ
ビ」で玉城町の紹介がありました。県下69市町村を
順次紹介する番組でありますが、玉城町は原のアス
ピア玉城を中心に録画放送されました。田丸城跡を
中心に歴史のまちを申し上げたところであります。

先般、鈴鹿峠で有名な関町の旧東海道街並みを見
物してまいりました。さすが歴史のまちであります。
新しいものを求めながらも精一杯歴史が保存されて
おります。700年の歴史ある関地蔵を見学して地域
のみなさまがいかに大切に保存に協力されているか
説明を聞き感心をいたしました。玉城町も田丸城跡
を中心に歴史のまちをいかに将来に伝承していくか
大きな課題であります。

玉城病院の運営改善に向けて
次に懸案となっております町立玉城病院の運営改
善であります。私のところに玉城病院があってよか
ったと入院利用されたみなさまからの便りでありま
すが、総合大病院からその先の治療病院として転院
されたみなさまの真実の声であります。しかし、病
院の健全経営を考えるとき、今ひとつ改革が必要で
あります。一生懸命奉職してくれている職員のこと
も考えるとき、将来に希望のもてる新しい経営形態
を今模索する必要があります。新しい時代が求める
医療福祉は介護治療の大切さはもとよりであります
が、行政が積極的に取り組まなければならない分野
はできるだけ介護を必要としない病気にかからない
健康管理であります。つまり元気で長生きできるこ
とにあります。

歯を例にとっても“8020運動”があります。つま
り80歳で20本自身の歯のある健康管理であります。

時代の変遷や成長を認識しながら玉城病院の将来
について改革してまいらなければならないと存じて
おります。もちろん45年の歴史ある町立病院であり
ます。事情がいかにあっても短絡した判断であって
はならないと思っております。しかし、大切な時期
であります。議会のみなさんや町民の声も尊重しつ
つ進めてまいりたいと思います。ご提案お願い申し
上げます。十分議論することが必要大事であります。
私も責任の重大さを痛感しております。当面病院問
題をはじめ、米の減反生産調整にあえぐ玉城町の農
業振興策など全力で取り組みたいと存じます。ご支
援お願い申し上げます。

来月は玉城町の農業問題を申し上げます。お元気で。

９月15日自宅にて

女性消防団員氏名（右から）

前川有紀子（中楽）

岡山　治未（中楽）

山川真知子（妙法寺）

西野　千鶴（原）

いつも元気な東山ふささん



家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

寝
た
き
り
・
寝
か
せ
き
り
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う

か
？
　
加
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
は
低
下
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
機
能
の
低
下
を
防
ぐ
場
・
仲
間
作
り
の
場
と

し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程

10
月
13
日
（
金
）
・
26
日
（
木
）

11
月
10
日
（
金
）
・
16
日
（
木
）

▼
時
間

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
内
容

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
軽
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
に
よ
る
機
能
チ
ェ
ッ
ク
・
機
能

訓
練
指
導
な
ど
（
指
導
者：

理
学
療
法
士
　
高
山
文

博
・
梅
村
奈
実
、
作
業
療
法
士
　
松
田
彰
子
）

▼
対
象

脳
血
管
疾
患
、
そ
の
他
の
疾
病
等
に
よ
り
在

宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
望
む
方
、
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、

町
福
祉
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

［町内版］
1

町
福
祉
課
　
TEL
５
８
・
８
２
０
３

平成12年５月17日よりポリオワクチンの予防

接種の実施を見合わせていましたが、厚生省でロ

ット39ポリオワクチンの品質・安全性に問題ない

ことが確認されました。

このことをふまえ、９月１日から10月31日ま

でポリオワクチンの予防接種を通常のとおり再開

しています。

６月から日本脳炎、７月から風しん、二種混合

２期がはじまりました。

学童の予防接種は、乳幼児期につけた抗体が少

しずつ減っていくため追加の接種が必要となりま

す。また、今年度から予防接種の対象区分がかわ

り、対象学年による接種から年齢による接種とな

りました。町では、それぞれ対象学年の生徒には

予診票をお配りしましたが、対象年齢の生徒で接

種を希望される方は町保健福祉会館で予診票をお

渡しします。

予防接種名 対象学年 対象年齢（接種日において）
日本脳炎２期 小学校４年生 満9歳～13歳未満
日本脳炎３期 中学校３年生 満14歳～16歳未満
風しん 中学校２年生 満12歳～16歳未満

二種混合（ジフテリア・破傷風）２期 小学校６年生 満11歳～13歳未満

※二種混合２期・日本脳炎２期３期は基礎免疫ができている生徒を対象とします。
※風しんはかかったことが明らかな生徒及びMMR接種済の生徒は接種する必要はありません。
※予防接種についてのお問い合わせは、町保健福祉会館保健婦まで（TEL 58-8000）

城あとに夢を築くまちたまき 2000-10 3

10



【
申
し
込
み
方
法
】

各
保
育
所
お
よ
び
町
福
祉
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
期
間
内
に
入
所
を
希
望
す
る

保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
所
申
込
書
を

保
育
所
へ
提
出
さ
れ
る
際
、
面
接
を
行
い
ま
す
。
お
子

さ
ん
を
同
伴
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
平
成
12
年
度
在
籍
の
児
童
に
つ
い
て
は
新

た
に
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
日
就
労
調

査
を
行
い
ま
す
。

【
申
込
用
紙
の
配
布
期
間
】

・
随
時
行
い
ま
す

【
各
保
育
所
定
員
】

・
外
城
田
　
　
１
５
０
人

・
田
　
丸
　
　
２
０
０
人

・
有
　
田
　
　
１
０
０
人

・
下
外
城
田
　
　
９
０
人

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
町
福
祉
課
　
　
　
TEL
５
８
‐
８
２
０
３

・
各
保
育
所

外
城
田
　
　
TEL
５
８
‐
３
９
２
５

田
　
丸
　
　
TEL
５
８
‐
３
０
７
７

有
　
田
　
　
TEL
５
８
‐
４
４
１
１

下
外
城
田
　
TEL
５
８
‐
４
９
３
２

■
保
育
所
と
は
…

保
護
者
が
労
働
に
従
事
し
た
り
、
あ
る
い
は
病

気
に
か
か
っ
て
い
る
な
ど
の
た
め
家
庭
で
十
分
保

育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
を
、
家
庭
の
保
護

者
に
か
わ
っ
て
一
般
家
庭
と
同
様
の
保
育
を
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
。

くらしの情報・10月
［町内版］ 10月24日（火）

▼時間　14：00～15：30
▼場所　町保健福祉会館
▼テーマ 骨粗しょう症
ご希望の方は町保健福祉会館まで
お申し込みください。

10月20日（金）
▼時間　９：30～12：00
▼場所　町保健福祉会館
▼テーマ 骨粗しょう症
▼料金　300円
ご希望の方は町保健福祉会館まで
お申し込みください。
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平
成
13
年
度
町
立
保
育
所
（
外
城
田
・
田
丸
・
有

田
・
下
外
城
田
）
の
入
所
申
し
込
み
を
次
の
と
お
り
受

け
付
け
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

・
入
所
年
齢
　
０
歳
児
〜
就
学
ま
で
の
児
童

【
受
付
期
間
】

・
11
月
６
日
（
月
）
〜
10
日
（
金
）

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

【
申
込
み
資
格
】

児
童
の
保
護
者
（
同
居
の
親
族
を
含
む
）
が
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
保
育
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

①
昼
間
に
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
日
常
的
と
し
て

い
る
家
庭

②
昼
間
に
居
宅
内
で
当
該
幼
児
と
離
れ
て
日
常
の
家
事

以
外
の
労
働
を
す
る
こ
と
を
日
常
的
と
し
て
い
る
家
庭

③
母
親
が
出
産
等
で
保
育
が
で
き
な
い
家
庭

④
そ
の
他
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
家
庭

【
入
所
決
定
】

保
育
所
入
所
申
込
書
お
よ
び
家
庭
状
況
調
査
等
を
審

査
の
上
、
平
成
12
年
12
月
中
に
入
所
決
定
し
ま
す
。

【
保
育
料
】

世
帯
の
平
成
12
年
度
町
民
税
、
固
定
資
産
税
及
び
平

成
12
年
分
の
所
得
税
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

宮
の
里
ミ
タ
ス
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ム
（
南
勢
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
共
催
）
で
『
福
祉
の
杜
ま
つ
り
』
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
日
時

10
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所

宮
の
里
ミ
タ
ス
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ム
（
宮
古
）

▼
内
容

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
・
作
品
展
示
・
模
擬

店
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

詳
し
く
は
、
同
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
商
工
会
女
性
部
で
は
、
町
お
こ
し
に
「
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
」
お
ど
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
体
育
祭
、

桜
ま
つ
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
、
ま
す
ま
す

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
10
月
か
ら
次
の
よ
う
に
練
習
日
を
設
け

ま
し
た
。
年
齢
、
性
別
問
い
ま
せ
ん
。
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

▼
日
程

第
２
・
第
４
水
曜
日
、
午
後
８
時
30
分
〜
９

時
30
分

▼
場
所

改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
町
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

町
福
祉
課
　
TEL
５
８
・
８
２
０
３

身
体
障
害
者
療
養
施
設
宮
の
里

ミ
タ
ス
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ム

TEL
５
８
・
５
０
３
０

町
商
工
会
女
性
部
　
TEL
５
８
・
３
２
１
１



ち
え
こ
歌
謡
教
室
会
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
第
９
回

社
会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
謡
祭
が
、
今
年
も
次
の
よ
う

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

10
月
15
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

詳
し
く
は
、
浦
千
恵
子
さ
ん
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
商
工
会
で
は
、
町
内
商
店
な
ど
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
共
通
商
品
券
販
売
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
か
つ
て
国
が
景
気
対
策
の
一
環
と
し

て
地
域
振
興
券
を
発
行
し
ま
し
た
が
、
同
時
期
商
工
会

友
の
会
も
”プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
“
を
発
行
し
、
好
評

だ
っ
た
結
果
を
う
け
、
本
年
度
も
10
月
１
日
か
ら
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
販
売
価
格
な
ど

玉
城
町
に
お
住
ま
い
の
方
に
限
り
、

商
品
券
（
額
面
５
０
０
円
）
１
枚
あ
た
り
１
割
引
き
の

４
５
０
円
で
お
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
利
用
で
き
る
商
店
な
ど

町
商
工
会
へ
登
録
の
商
店

な
ど
で
、
１
枚
あ
た
り
５
０
０
円
で
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
９
月
下
旬
の
新
聞
チ
ラ
シ
を
参

照
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
、
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
は
日
本
国
内
の
人
口
、
世
帯
、
産
業
構
造
な
ど
現
在

の
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
各
種
の
行
政
施
策
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
、
国
の
最
も
基
本

的
な
統
計
調
査
で
す
。

調
査
は
、
調
査
員
が
担
当
す

る
各
世
帯
を
訪
問
し
て
、
調
査

票
の
配
布
・
記
入
依
頼
、
記
入

さ
れ
た
調
査
票
の
回
収
を
行
う

方
法
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

［町内版］
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浦
千
恵
子
さ
ん

TEL
５
８
・
４
３
６
１

町
商
工
会
　
TEL
５
８
・
３
２
１
１

●
一
人
で
寄
付
行
脚

沖
縄
市
の
篤
志
家
上
原
清
善
さ
ん
か
ら
20
万
円
の
寄
付

８
月
18
日
、
沖
縄
市
の
上
原

清
善
さ
ん
（
81
歳
）
が
来
庁
さ

れ
、「
助
け
合
い
の
心
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
現
金
20

万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

上
原
さ
ん
は
、
戦
場
で
九
死

に
一
生
を
得
て
帰
国
し
た
の
ち
、

第
二
の
人
生
を
世
の
た
め
に
尽

く
そ
う
と
、
20
年
ほ
ど
前
か
ら

全
国
の
自
治
体
を
は
じ
め
、
諸

外
国
に
も
教
育
環
境
の
向
上
や

福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
て
お

り
、
３
５
０
０
枚
を
超
え
る
感

謝
状
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
百
五
銀
行
　
田
丸
支
店
様
か
ら
１
万
円
を
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
京
セ
ラ
労
働
組
合
三
重
支
部
の
み
な
さ
ん
に
９
月
９
日
、

田
丸
城
跡
の
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

EVENT GUIDE

玉城おはなしキャラバン、10月の予定は次のとおりです。時間はいずれも午後4時30分から午後5時まで。
【10月 4日】田丸地区・本町公会堂
【10月11日】外城田地区・松ケ原公民館
【10月18日】下外城田地区・冨岡公民館
【10月25日】有田地区・上玉川公民館
詳しくは、飯田啓子さんTEL 58-4600へお尋ねください。
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町
商
工
振
興
課
　
TEL
５
８
・
８
２
０
９

中瀬町長から上原さんに感謝状が贈られました

10
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－正月行事－

125

正月料理をオセチ料理という。セチは節で季節の変
わり目である。冬が終わって草木に新しい生命の芽が
萌えはじめる春の季節に、年神（歳神）を家に迎えて
穀霊をよみがえらせ豊かなみのりを願うと同時に、祖
霊を家に迎え入れて人々の魂をよみがえらせる年中行
事が正月まつりである。年神は農神であるが祖神と一
体と考えられた。稲は神からの授かりもので、籾（も
み）は代々祖先から譲り継いできたからであった。

正月で一番大切な行事は祖神の依り代になる木を採
ってくる「正月迎え」の準備であった。古い頃には榊
（さかき）や椿などの常緑樹を門に立てたが、江戸時
代になって松と竹を立てるようになり「松迎え」とも
いった。

私の子どもの頃はどの家も軒にしめ縄を張り巡らし
た。これは不浄の侵入を防ぐまじないで、神が宿る聖
域の標示でもあった。家の入り口の門飾り、しめ縄に
は「笑門」とか「蘇民将来子孫門」と書いた板と、
代々譲り継いで家が栄えるようにとの願いをこめてダ
イダイ（みかん）とユヅリ葉を飾った。

クド（かまど）・井戸・かわや（便所）などにも50
㌢くらいのしめ縄を結んで掛けた。

年神と祖神をもてなす最も大事な供え物は餅で、丸
餅は祖霊の魂をかたどったものとされ、お供えと同じ
丸餅を食べて体内に入れて祖孫一体となり、祖神の魂
が親から子へと復活するようにとの願い込めたものと
説かれている。正月の鏡餅は６月１日まで保存し、割
って焼いたり、煎ったりして食べて「歯固め」といっ
た。これは「歯は齢（よわい）のことで、歯を固め長
寿を祝う意」とされている。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書

6 城あとに夢を築くまちたまき 2000- 10

パート収入は、通常、給与所得になります。課税される所得は、パートの年

収から、給与所得控除（年収161万9000円以下は一律65万円）と基礎控除

（38万円）などの所得控除を差し引いた残額です。

したがって、パートの年収が103万円以下あれば、所得税はかかりません。

夫に所得があり、妻がパートで働く場合を考えてみますと、配偶者控除（38

万円）は、妻のパート収入が103万円までであれば受けられます。

また配偶者特別控除（最高38万円）は、妻の所得によって調整されますが、

パート収入が103万円を超えても141万円未満であれば受けることができます。

妻のパート収入と配偶者（特別）控除の関係は、次のようになります。

ただし、配偶者特別控除は、夫の合計所得が1,000万円（給与収入で約1,231

万円）を超える年には受けることはできません。

詳しくは、伊勢税務署TEL 28・3191へお問い合わせください。

パートの年収 配偶者控除 配偶者特別控除
103万円未満

受けられる
受けられる（※）

103万円 ―
103万円超141万円未満

受けられない
受けられる（※）

141万円以上 受けられない
※配偶者特別控除は妻の所得により調整され、段階的に控除額（3万円～38万円）が
決まります。
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平成12年8月28日までに下記工事事業者を新たに指定
しましたので、お知らせします。
▼（有）長谷川アロー設備
三重県松阪市豊原町1023番地7 TEL 0598-28-3341

10
月
10
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
町
内
の

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
町
保
健
福
祉
会
館

で
開
催
し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
福
祉

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
】

○
相
続
・
贈
与
・
売
買
に
よ
る
所
有
権
移
転

○
担
保
権
の
設
定
・
抹
消
等
の
不
動
産
登
記

○
法
人
に
関
す
る
登
記
・
訴
え
・
調
停
・
訴
訟
等
の
裁

判
所
提
出
書
類

○
成
年
後
見
法
に
関
す
る
も
の

○
そ
の
他
身
近
な
相
談
な
ど

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
福
祉
課
、
ま
た
は
町
保
健
福

祉
会
館
TEL
５
８
・
８
０
０
０
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
10
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
県
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

を
町
保
健
福
祉
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
高
齢
者
の
方
や

そ
の
家
族
が
抱
え
る
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
の
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
時
間
の
都
合
上
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

町
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

TEL
０
５
９
・
２
２
８
・
５
０
０
０
、
ま
た
は
町
福
祉
課
、

お
よ
び
町
保
健
福
祉
会
館
TEL
５
８
・
８
０
０
０
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

全
国
の
破
産
申
告
件
数
は
12
万
件
を
突
破
し
、
サ
ラ

金
等
多
重
債
務
者
の
窮
状
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
多
重
債
務
に
悩
ん
で
い
る
方
々
を

対
象
に
、
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
次
の
よ
う

に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

10
月
21
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

松
阪
商
工
会
議
所
２
階

当
日
は
、
電
話
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

TEL
０
５
９
８
・
５
３
・
３
７
５
０

そ
の
他
、
詳
し
く
は
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

連
絡
事
務
局
　
鈴
木
さ
ん
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
建
築
図
画
を
製
図
す
る
、
建
築
キ
ャ
ド
の
講
習

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
講
習
期
間

10
月
下
旬
〜
来
年
２
月
（
週
２
回
程
度
）

▼
講
習
回
数

35
回
（
１
回
３
時
間
　
午
後
６
時
30
分

〜
９
時
30
分
）

▼
会
場

同
伊
勢
支
部
第
２
会
館

▼
受
講
料

10
万
円

そ
の
他
、
詳
し
く
は
同
組
合
伊
勢
支
部
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
福
祉
課
　
TEL
５
８
・
８
２
０
３

県
福
祉
課
　
TEL
５
８
・
８
２
０
３

連
絡
事
務
局
　
鈴
木
さ
ん

TEL
０
５
９
８
・
２
３
・
４
６
３
８

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
　

TEL
２
３
・
５
５
３
５ 10



運
輸
省
中
部
運
輸
局
三
重
陸
運
支
局
輸
送
課

TEL
０
５
９
・
２
３
４
・
８
４
１
１
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平成12年４月から介護保険制度が、施行されました。
これに伴い、年金受給者（65歳以上で老齢および退職年金の年金額が18万円以上の方）の介護保険料は年金から天引きされる仕組み
となり、年金振替通知書に「介護保険料額」の欄が新たに設けられました。
この10月から年金受給者に対する特別徴収が開始されますので、特別徴収する介護保険料を記載した随時通知が受給者に送付されるこ
とになります。

詳しいことは、町住民課TEL ５８・８２０２へお問い合わせください。

昨
年
（
平
成
11
年
）
の
交
通
事
故
の
被
害
者
数
は
、

死
者
数
こ
そ
「
交
通
戦
争
」
と
言
わ
れ
た
昭
和
45
年
に

比
べ
半
数
近
く
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
負
傷
者
を

加
え
た
死
傷
者
数
を
で
み
る
と
、
１
０
５
万
人
を
超
え
、

過
去
最
悪
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
賠
責
保
険
（
共
済
）
の
年
間
支
払
い
件
数
も
最
近
10

年
間
に
約
20
％
増
加
し
、
平
成
10
年
度
は
、
約
１
１
０
万

件
に
約
９
０
０
０
億
円
の
支
払
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
負
傷
者
の
増
加
は
、
事
故
に
よ
り
後
遺
障

害
の
残
っ
た
被
害
者
、
と
り
わ
け
、
救
急
医
療
技
術
の

発
達
に
よ
り
一
命
を
取
り
留
め
た
も
の
の
、
重
度
の
後

遺
障
害
が
残
っ
た
被
害
者
が
最
近
10
年
間
で
２
倍
に
急

増
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
重
度
障
害
で
あ
る
「
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
脳
損
傷
ま
た
は
脊
椎
損
傷
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
た

被
害
者
も
、
年
間
１
０
０
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
脳
に
外
傷
を
受
け
、
一
見
回
復
し
た
よ
う
に

見
え
る
も
の
の
、
記
憶
障
害
、
情
緒
障
害
、
行
為
傷
害

な
ど
に
苦
し
む
高
次
脳
機
能
障
害
も
、
新
た
に
社
会
問

題
化
し
て
い
ま
す
。

い
ま
、
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
苦
し
み
を
可
能
な
限

り
軽
減
す
る
た
め
、
社
会
全
体
が
支
援
の
手
を
差
し
の

べ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
無
保
険
（
無
共
済
）
車
の
運
行
は
ド
ラ
イ
バ

ー
の
基
本
マ
ナ
ー
に
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
罰
則
の

対
象
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
、

原
動
機
付
自
転
車
は
「
期
限
切
れ
」「
か
け
忘
れ
」
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

随時通知および再発行（年一通知も含
む）については、支払年月日の記載位
置を変更しました。

随時通知を送付する月の徴収額を左側、
翌々月以降の徴収額を右側に記載しま
す。10月から3月までの本徴収期間に
徴収すべき金額を支払回数（3回）で
除したときに、百円未満の端数が発生
する場合には、その分を10月の徴収額
に上乗せすることとなっておりますの
で、10月の徴収額と12月以降の徴収
額は異なることがあります。
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宮
川
流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議
会
で
は
、
１
級
河
川

宮
川
の
昔
話
な
ど
を
流
域
の
み
な
さ
ん
に
お
聞
き
し
な
が

ら
「
宮
川
物
語
」
を
編
集
し
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
域
で
昔
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
宮
川
に
関

す
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
直

接
お
じ
ゃ
ま
し
て
お
話
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

▼
連
絡
先：

三
重
県
南
勢
志
摩
県
民
局
宮
川
流
域
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
協
議
会
　
担
当
・
高
山
、
濱
口
さ
ん
へ

現
在
、
海
外
か
ら
人
の
手
で
持
ち
込
ま
れ
た
植
物
や

動
物
が
日
本
の
自
然
の
な
か
で
増
え
、
以
前
か
ら
日
本

に
い
た
生
き
物
を
お
び
や
か
し
、
地
域
の
生
態
系
を
破

壊
す
る
も
の
と
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
環
境
部
自
然
環
境
課
は
、
ま
ず
、
た
め

池
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
・
ブ
ル
ー
ギ
ル
等
の
外
来
種
対
策
を

実
施
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
魚
は
た
め

池
な
ど
に
放
さ
れ
、
モ
ロ
コ
や
メ
ダ
カ
な
ど
在
来
種
の

生
息
を
阻
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
、
こ
れ
ら
外
来
種
の
対
策
案
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
用
紙
は
町
総
務
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
県
自
然
環
境
課
　
自
然
・
野
生
生
物
グ

ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

労
働
省
で
は
、
10
月
１
日
〜
31
日
ま
で
を
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
と
定
め
、
そ
の
加
入
促
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
と
の
総
称

で
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
強
制
加
入

と
な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
制
度
は
、
雇
用
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
の

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
改
正
さ
れ
運
営
さ
れ
て
お
り
、

働
く
労
働
者
と
雇
用
す
る
事
業
主
の
方
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
未
加
入
の
事
業
主
の
方
は
、
伊
勢
公
共
職
業

安
定
所
雇
用
保
険
課
、
あ
る
い
は
伊
勢
労
働
基
準
監
督

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に
遭

い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査

会
が
あ
り
ま
す
。

■
検
察
審
査
会
の
し
ご
と

犯
罪
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
、
人
や
告
訴
・
告
発
し

た
人
か
ら
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
、
検

察
審
査
会
に
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
の
事
件
の

真
相
を
調
査
す
る
な
ど
の
審
査
を
始
め
、
検
察
官
が
起

訴
し
な
か
っ
た
こ
と
が
果
た
し
て
正
し
い
か
ど
う
か
を
判

断
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
事
件
を
裁
判
に
か
け
る

よ
う
検
察
官
の
監
督
者
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
ま
す
。

■
あ
な
た
も
検
察
審
査
委
員
に
選
ば
れ
ま
す

検
察
審
査
委
員
は
選
挙
人
名
簿
の
中
か
ら
、
く
じ
で

選
ば
れ
ま
す
。

選
ば
れ
た
と
き
に
は
進
ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
検
察
審
査
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
川
流
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議
会

TEL
２
７
・
５
４
１
１

県
自
然
環
境
課
　
自
然
・
野
生
生
物
グ
ル
ー
プ

TEL
０
５
９
・
２
２
４
・
２
６
２
６

伊
勢
検
察
審
査
会
事
務
局

TEL
２
８
・
３
１
３
５

伊
勢
公
共
職
業
安
定
所
・
伊
勢
労
働
基
準
監
督
署

TEL
２
７
・
８
６
０
９
・
TEL
２
８
・
２
１
６
４
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三
重
の
文
化
や
味
を
体
験
で
き
る
「
ま
る
ご
と
三

重
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
、
本
年
は
「
み
え
ス
カ
イ

フ
ェ
ス
タ
２
０
０
０
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

会
場
に
は
、
地
元
で
採
れ
た
海
の
幸
・
山
の
幸
が
味

わ
え
た
り
、
か
わ
い
い
小
動
物
に
ふ
れ
あ
え
る
コ
ー
ナ

ー
を
は
じ
め
、「
伊
賀
の
く
み
ひ
も
」
や
「
伊
勢
型
紙
」

と
い
っ
た
、
三
重
の
伝
統
工
芸
が
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
な
ど
、
県
内
各
地
の
特
産
品
や
楽
し
い
体
験
イ
ベ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
の
”三
重
の
魅
力
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

ま
つ
り
“
で
す
。
三
重
の
特
色
を
生
か
し
た
１
０
０
を

超
え
る
ブ
ー
ス
が
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
程

10
月
21
日
（
土
）
〜
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

県
営
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
野
外
広
場
周
辺

そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
ま
る
ご
と
三
重
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
実
行
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

思
春
期
は
人
間
の
一
生
の
中
で
も
身
体
的
、
社
会

的
、
心
理
的
に
も
変
動
の
著
し
い
時
期
で
す
。
こ
の
時

期
の
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
揺
れ
を
持
ち

不
安
定
に
な
り
が
ち
で
す
。
時
に
は
、
不
登
校
、
家
庭

内
暴
力
、
ひ
き
こ
も
り
、
心
身
症
な
ど
の
思
春
期
に
お

け
る
心
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。

本
講
座
で
は
、
思
春
期
に
お
け
る
心
の
問
題
や
疑
問

を
解
決
し
て
い
く
た
め
の
講
義
や
話
し
合
い
な
ど
を
通

し
て
、
こ
れ
ら
の
青
少
年
に
対
す
る
よ
き
理
解
者
と
し

て
の
家
族
を
め
ざ
し
て
い
く
も
の
で
す
。

▼
期
間：

平
成
12
年
11
月
９
日

〜
平
成
13
年
３
月
８
日
の
毎
月
１
回
（
第
２
木
曜
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
場
所：

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
県
久
居
庁
舎
内
）

▼
対
象
者：

思
春
期
の
子
ど
も
を
お
持
ち
の
家
族
で
、

連
続
し
て
講
座
に
参
加
で
き
る
方

▼
内
容：

講
義
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
個
別
相
談
（
希

望
者
の
み
）

▼
受
講
料：

無
料

▼
申
込
方
法
お
よ
び
期
日
な
ど

10
月
22
日
ま
で
に
、
三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

（
〒
514-

1101

久
居
市
明
神
町
2501-

１
）
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらしの情報・10月
［広域版］

From Okinawa Tamagusuku Village

「
シ
ャ
ロ
ー
ム
」
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
行
っ
て
来
ま
す
！

〜
大
原
由
美
さ
ん
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
留
学
〜

大原由美さんは、沖縄県立那覇西高校、桜美林大学
を卒業し、現在英会話教室で英語を教えながら週一回
のラジオのDJまでこなしていますが、幼少のころイス
ラエルに在住していたこともあり、なんと日本語、英
語、ヘブライ語（イスラエルの公用語）の３カ国語を
話せる語学のスペシャリスト。
その経験を生かして今年「イスラエル政府日本人奨
学生制度」に合格し、１年間イスラエルへ留学します。
冒頭の「シャローム」はイスラエルのあいさつで、お
はようからおやすみまで使える便利な挨拶です。「平
和」という意味もあるそうです。

沖縄県玉城村役場　TEL 098（948）7111

10 城あとに夢を築くまちたまき 2000- 10

たまぐすく

ま
る
ご
と
三
重
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

TEL
０
５
９
・
２
２
４
・
２
７
３
１

三
重
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー

TEL
０
５
９
・
２
５
５
・
２
１
５
１
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今月の表紙

◆人の動き（平成12年9月1日現在）
●人口　14,495人（＋11人）
●男　7,107人（＋4人）
●女　7,388人（＋7人）
●世帯数　4,239世帯（＋6世帯）
（ ）は8月1日以降の増減

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務課 TEL 58 - 8200
●税務課 TEL 58 - 8201
●住民課 TEL 58 - 8202
●福祉課 TEL 58 - 8203
●農林課 TEL 58 - 8204
●建設課 TEL 58 - 8205
●都市計画課 TEL 58 - 8206
●水道課 TEL 58 - 8207
●下水道課 TEL 58 - 8207
●財政課 TEL 58 - 8208
●商工振興課 TEL 58 - 8209
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育総務課 TEL 58 - 8212
●社会教育課 TEL 58 - 6331
■玉城病院 TEL 58 - 3039
■老人保健施設 TEL 58 - 3770
（ケアハイツ玉城）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
■ふるさと味工房 TEL 58 - 8686
■夢工房たまき TEL 58 - 7696
■青少年相談センター TEL 58 - 4108
■南勢広域斎場 TEL 28 - 5120
■在宅介護支援センター TEL 58 - 8181

休日・夜間当直室
58-8213

女性消防団員に任命されたみなさんは、

いずれも消防・防災活動に役立ちたいと強

い意志と信念をお持ちです。

今後の活躍を期待しています。

2000.10     N
o.330

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてください。
納期は次のとおりです。

●町県民税（第3期）…10月31日（火）
お問い合わせは、町税務課へ
●国民健康保険料（第7期）…10月31日（火）
お問い合わせは、町福祉課へ

町税など
納期の
お知らせ

11月7日（火）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　グループワーク「アレルギー」
＊お気軽にお越しください

たまきっこ
くらぶ

10月12日（木）
時間　13：00～13：30
場所　町保健福祉会館　
対象　平成9年4月1日～5月31日生まれのお子さん
＊該当児には、個人通知いたします

3歳児
健康診査

10月16日（月）・11月1日（水）
時間　10：00～15：00
場所　町保健福祉会館
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

心配ごと
相談

10月19日（木）
時間　９：30～12：00
場所　町保健福祉会館
対象　妊娠中の方・育児中のお母さん
内容　中期・後期の離乳食の献立と調理実習
料金　300円
＊ご希望の方は、保健福祉会館までお申込ください

離乳食教室

10月26日（木）
時間　９：30～15：00
場所　町保健福祉会館
対象　生後２カ月～３才までのお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子手帳をお持ちください

乳幼児相談

いきいき
クラブ

10月2日（月）・10日（火）・23日（月）
11月13日（月）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の方（若い方も歓迎します。）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

広報たまきは再生紙を利用しています

第1日目　10月16日（月）
テーマ：妊娠中の栄養・生活について

第2日目　10月22日（日）
テーマ：妊婦体験・沐浴実習
時間　13：00～15：30
場所　町保健福祉会館
＊ご希望の方は、保健福祉会館までお申込ください

マタニティ
教室


